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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】被取付部材を十分な圧着力で圧着することので
きるブラインドリベット。
【解決手段】ブラインドリベットは、リベット本体１０
と、マンドレル２０を備える。リベット本体は、中空の
スリーブ１１と、スリーブの一端に形成されたフランジ
１２を有する。スリーブは、フランジに隣接する薄肉部
１４と、スリーブ側端部の側に設けられ薄肉部より内径
が小さい厚肉部１５とを有する。マンドレルは、薄肉部
の内径より小さい直径の細長い軸部２１と、厚肉部の内
径より大径のマンドレル頭部２３を有する。マンドレル
頭部は、マンドレルの中心軸を通る頭部溝２４を有する
。マンドレルの軸部をリベット本体の貫通孔を通って引
き抜くとき、マンドレル頭部により厚肉部が拡径して拡
径部となり、マンドレル頭部は頭部溝で折れ曲がって縮
径し、マンドレル頭部は軸部から破断されず、リベット
本体の貫通孔を通って引き抜かれる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中空のスリーブと、前記スリーブの一端に形成されたフランジとを有し、スリーブ側端
部からフランジ側端部まで貫通する貫通孔が形成されたリベット本体と、
　細長い軸部と、前記軸部の一端に形成され前記スリーブの前記貫通孔の内径より大きい
外径のマンドレル頭部と、を有するマンドレルと、を備え、
　前記リベット本体により被取付部材を締結するため、前記マンドレルの前記軸部を引き
抜くとき、前記スリーブの端部が、前記マンドレル頭部により押されて拡径し、
前記マンドレル頭部は、前記軸部から破断されることなく、前記リベット本体の前記貫通
孔を通して引き抜かれるブラインドリベットであって、
　前記マンドレル頭部の前記軸部と反対側に、前記マンドレル頭部を縮径させるための頭
部溝が形成されていることを特徴とするブラインドリベット。
【請求項２】
　請求項１に記載のブラインドリベットであって、
　前記頭部溝は前記マンドレルの中心軸から半径方向に直線状に延びるブラインドリベッ
ト。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のブラインドリベットであって、
　４本の前記頭部溝が等間隔で設けられているブラインドリベット。
【請求項４】
　請求項１乃至３に記載のブラインドリベットであって、
　前記リベット本体の前記スリーブは、前記フランジに隣接する薄肉部と、前記フランジ
と反対側の端部に設けられ前記薄肉部より内径が小さい厚肉部とを有するブラインドリベ
ット。
【請求項５】
　請求項４に記載のブラインドリベットであって、
　前記マンドレルの前記軸部の外径は、前記リベット本体の前記厚肉部の内径と等しいか
それより小さく、前記薄肉部の内径より小さいブラインドリベット。
【請求項６】
　請求項４又は５に記載のブラインドリベットであって、
　前記マンドレルの前記軸部を引き抜くとき、前記リベット本体の前記厚肉部は前記マン
ドレル頭部により拡径されて、拡径部となり、
　前記マンドレル頭部は、前記厚肉部により外径を絞られ、前記頭部溝で折れ曲がって縮
径部となり、
　前記マンドレルの前記縮径部は、前記貫通孔を通って引き抜かれるブラインドリベット
リベット。
【請求項７】
　中空のスリーブと、前記スリーブの一端に形成されたフランジとを有し、スリーブ側端
部からフランジ側端部まで貫通する貫通孔が形成されたリベット本体と、
　細長い軸部と、前記軸部の一端に形成され前記軸部スリーブの前記貫通孔の内径より大
きい外径のマンドレル頭部と、を有するマンドレルと、を備え
前記リベット本体により被取付部材を締結するため、前記マンドレルの前記軸部を引き抜
くとき、前記スリーブの端部が、前記マンドレル頭部により押されて拡径し、
前記マンドレル頭部は、前記軸部から破断されることなく、前記リベット本体の前記貫通
孔を通して引き抜かれるブラインドリベットであって、
　前記リベット本体の前記スリーブは、前記フランジに隣接する薄肉部と、前記フランジ
と反対側の端部に設けられ前記薄肉部より内径が小さい厚肉部とを有していることを特徴
とするブラインドリベット。
【請求項８】
　マンドレルと共にブラインドリベットを構成するリベット本体であって、
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　中空のスリーブと、前記スリーブの一端に形成されたフランジとを有し、
　前記スリーブは、前記フランジに隣接する薄肉部と、前記フランジと反対側の端部に設
けられ前記薄肉部より内径が小さい厚肉部とを有することを特徴とするリベット本体。
【請求項９】
　中空のスリーブと前記スリーブの一端に形成されたフランジとを有するリベット本体と
共にブラインドリベットを構成するマンドレルであって、
　細長い軸部と、前記軸部の一端に形成され前記軸部より大きい外径のマンドレル頭部と
、を有し、
　前記マンドレル頭部は、前記軸部と反対の側に、前記マンドレルの中心軸を通る頭部溝
を有し、
　前記頭部溝は直線状であり、等間隔に設けられていることを特徴とするマンドレル。
【請求項１０】
　取付孔を有する被取付部材をブラインドリベットで締結する方法であって、
　リベット本体と、マンドレルと、を準備し、
　ここに、前記リベット本体は、中空のスリーブと、前記スリーブの一端に形成されたフ
ランジとを有し、スリーブ側端部からフランジ側端部まで貫通する貫通孔が形成され、前
記スリーブは、前記フランジに隣接する厚肉部と、前記厚肉部に隣接し前記厚肉部より内
径が大きい薄肉部とを有し、
　前記マンドレルは、前記厚肉部の内径と等しいかそれより小さい外径の細長い軸部と、
前記厚肉部の内径より大きい外径のマンドレル頭部と、を有し、前記マンドレル頭部の前
記軸部とは反対側に、前記マンドレル頭部を縮径させるための頭部溝が形成されていて、
　前記マンドレルの前記軸部が前記リベット本体の前記貫通孔を通って前記フランジ側端
部から延び出るように、前記リベット本体と前記マンドレルとを組み合わせて、ブライン
ドリベットとし、
　前記ブラインドリベットを前記マンドレル頭部から、前記被取付部材の前記取付孔に挿
入し、前記フランジのスリーブ側の面を前記被取付部材の前記取付孔の周りに当接させ、
　前記フランジを支持して、前記フランジの側から前記マンドレルの前記軸部を引き抜き
、前記厚肉部は、前記マンドレル頭部により拡径して拡径部となり、
　前記マンドレル頭部は、前記拡径部により絞られ、前記頭部溝で折れ曲がって縮径部と
なり、前記縮径部は、前記軸部から破断されることなく、前記リベット本体の前記貫通孔
を通って引き抜かれ、
　前記リベット本体の前記拡径部と前記フランジとの間に、前記被取付部材が締結される
、
段階を備えることを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ブラインドリベットに関し、特にマンドレルのマンドレル頭部がリベット本
体内を通過して取り除かれるブラインドリベット及びその締結方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スリーブ及びそのスリーブの一端に形成されたフランジからなる中空の金属製リベット
本体と、リベット本体の貫通孔を通ってフランジから軸部が延び出る金属製マンドレルと
を備えるブラインドリベットは良く知られている。ブラインドリベットは、複数のパネル
を一方の側からだけの作業で連結できるという利点がある。
【０００３】
　ブラインドリベットのリベット本体は、一端にフランジが形成され、フランジから延び
る筒状のスリーブを有する。ブラインドリベットのマンドレルは、端部にスリーブの内径
より大径のマンドレル頭部を有し、リベット本体を貫通する外径の軸部を有する。マンド
レルは、リベット本体の貫通孔に挿入され、リベット本体のフランジとは反対側のスリー
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ブの一端部にマンドレル頭部が隣接し、フランジから軸部が延び出るように配置され、ブ
ラインドリベットとして組み付けられる。
【０００４】
　組み付けたブラインドリベットのマンドレル頭部を先頭にして、パネル等の被取付部材
の孔に挿入し、フランジを被取付部材の孔の周囲に当接させる。この状態で、フランジを
締結工具で保持して、マンドレルの軸部を把持してフランジ側から強く引き抜くと、マン
ドレル頭部により、リベット本体のスリーブの一端部が拡径するように変形し、マンドレ
ルは軸部の細い破断部で破断し、フランジと拡径したスリーブの拡径部との間に被取付部
材を締結することができる。
【０００５】
　このようなマンドレルを破断させて締結するブラインドリベットは、一般にマンドレル
頭部を変形させずに、リベット本体のスリーブ端部を拡径させて締結するが、スリーブ端
部の拡径のしかたが安定しないという欠点があった。また、マンドレル頭部が必要以上に
リベット本体の軸部端部の中に引き込まれてしまうことがあった。
　更に、マンドレルが破断部で破断すると、破断部から頭部側の部分がリベット本体側に
残留するので、残留したマンドレルの部分がリベット本体から脱落する恐れがあった。
【０００６】
　このような欠点を解決するため、マンドレル頭部がマンドレルの軸部から破断されずに
、リベット本体を通って完全に引き抜かれるブラインドリベットがある。このようなブラ
インドリベットはプルスルータイプのブラインドリベットと呼ばれている。
　プルスルータイプのブラインドリベットは、マンドレルの軸部を締結工具で把持してリ
ベットのフランジ側から強く引き抜くと、リベット本体のスリーブ端部は、マンドレル頭
部により拡径するように変形し、フランジと拡径したスリーブ端部の間にパネル等の被取
付部材を締結する。マンドレル頭部は、スリーブにより絞られ、軸部から破断せずに、リ
ベット本体を通って取り除かれる。
【０００７】
　しかし、通常のプルスルータイプのブラインドリベットを締結するとき、マンドレル頭
部がリベット本体のスリーブ端部を拡径させると、スリーブ端部の材料の一部はスリーブ
内に引き込まれる。材料が引き込まれた位置は、被取付部材の取付孔の内側である。マン
ドレル頭部がスリーブ内を引き抜かれると、スリーブ内に引き込まれた材料はマンドレル
頭部により移動させられる。そのため、スリーブはマンドレル頭部により軸方向に伸ばさ
れる。
　特に、リベット本体の材料が軟らかいアルミニウム等の軟質材料であるときは、スリー
ブの軸方向の伸びは大きい。また、直径1ｍｍ程度の小さい取付孔に取り付ける小さいプ
ルスルータイプのブラインドリベットの場合は、スリーブの伸びの影響は大きくなる。
【０００８】
　スリーブが軸方向に伸びると、被取付部材を厚さ方向に圧着する力が著しく損なわれ、
取付部のガタツキが生じる恐れがある。
【０００９】
　特許文献１は、マンドレルヘッド（頭部）がマンドレルステム（軸部）から破断するこ
となく、リベット（リベット本体）を通って完全に引き抜かれるブラインドリベットを開
示する。特許文献１のブラインドリベットは、マンドレルヘッドが破断しないので、取り
付け後に破断したヘッドの位置を確認する必要がなく、破断したヘッドの脱落を生じるこ
ともない。そのため組立が安価で、品質が高くなるとしている。また、破断ヘッドマンド
レルと比較して、必要な取付荷重が小さく、生産性が向上するとしている。
【００１０】
　しかし、特許文献１のブラインドリベットは、前述したように締結するときに、リベッ
ト本体のスリーブが、マンドレル頭部により軸方向に伸ばされ、被取付部材を圧着する力
が損なわれるという問題がある。
　また、取り付けるとき、マンドレルヘッドを変形させるのに大きい荷重が必要である。
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【００１１】
　そのため、被取付部材を十分な圧着力で圧着することのできるプルスルータイプのブラ
インドリベットが求められていた。
　また、小さい取付荷重で取り付けることのできるプルスルータイプのブラインドリベッ
トが求められていた。
　また、小さい取付孔に取り付けることができる小さいプルスルータイプのブラインドリ
ベットが求められていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】特表第２０１０－５３５９８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　従って、本発明の目的は、被取付部材を十分な圧着力で圧着することのできるプルスル
ータイプのブラインドリベットを提供することである。
　本発明の別の目的は、小さい取付荷重で取り付けることのできるプルスルータイプのブ
ラインドリベットを提供することである。
　本発明の別の目的は、小さい取付孔に取り付けることができる小さいプルスルータイプ
のブラインドリベットを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　この目的を達成するため、本発明では、マンドレル頭部に頭部溝を形成し、マンドレル
頭部がスリーブ内に引き込まれるとき頭部溝から折れ曲がって、縮径するようにし、マン
ドレル頭部がスリーブ内を通りやすくしている。
　また、スリーブ端部に肉厚部を設け、マンドレル頭部が、肉厚部を拡径させて、拡径部
を形成するようにし、マンドレル頭部が、肉厚部を通過した後薄肉部を通過するときは、
内径が大きいので抵抗が小さくなる。
【００１５】
　本発明の第１の態様は、中空のスリーブと、前記スリーブの一端に形成されたフランジ
とを有し、スリーブ側端部からフランジ側端部まで貫通する貫通孔が形成されたリベット
本体と、
　細長い軸部と、前記軸部の一端に形成され前記スリーブの前記貫通孔の内径より大きい
外径のマンドレル頭部と、を有するマンドレルと、を備え、
　前記リベット本体により被取付部材を締結するため、前記マンドレルの前記軸部を引き
抜くとき、前記スリーブの端部が、前記マンドレル頭部により押されて拡径し、
前記マンドレル頭部は、前記軸部から破断されることなく、前記リベット本体の前記貫通
孔を通して引き抜かれるブラインドリベットであって、
　前記マンドレル頭部の前記軸部と反対側に、前記マンドレル頭部を縮径させるための頭
部溝が形成されていることを特徴とするブラインドリベットである。
【００１６】
　マンドレル頭部が、マンドレルの中心軸を通る頭部溝を有すると、マンドレル頭部は頭
部溝から中心軸側に折れ曲がって、容易に外径が小さい縮径部となり、リベット本体の薄
肉部の内側の貫通孔を通り抜けやすい。そのため、薄肉部が引き伸ばされることはなく、
十分な圧着力で、被取付部材を締結することができる。
【００１７】
　前記頭部溝は前記マンドレルの中心軸から半径方向に直線状に延びることが好ましい。
【００１８】
　４本の前記頭部溝が等間隔で設けられていることが好ましい。
【００１９】
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　前記リベット本体の前記スリーブは、前記フランジに隣接する薄肉部と、前記フランジ
と反対側の端部に設けられ前記薄肉部より内径が小さい厚肉部とを有することが好ましい
。
　スリーブが、フランジに隣接する薄肉部と、スリーブ側端部の側に設けられ薄肉部より
内径が小さい厚肉部とを有すると、マンドレル頭部が、厚肉部を拡径させて拡径部を形成
し、その後、リベット本体の薄肉部の内側の貫通孔を通り抜けやすい。
【００２０】
　前記マンドレルの前記軸部の外径は、前記リベット本体の前記厚肉部の内径と等しいか
それより小さく、前記薄肉部の内径より小さいことが好ましい。
【００２１】
　マンドレルの軸部の外径が、リベット本体の厚肉部の内径と等しいかそれより少し小さ
いと、マンドレルの軸部が厚肉部の内側にぴったり適合する。
　マンドレルの軸部の外径が、薄肉部の内径より小さいと、マンドレル頭部は、厚肉部を
拡径した後、薄肉部の内側を小さい抵抗で通り抜けることができる。
【００２２】
　前記マンドレルの前記軸部を引き抜くとき、前記リベット本体の前記厚肉部は前記マン
ドレル頭部により拡径されて、拡径部となり、
　前記マンドレル頭部は、前記厚肉部により外径を絞られ、前記頭部溝で折れ曲がって縮
径部となり、
　前記マンドレルの前記縮径部は、前記貫通孔を通って引き抜かれることが好ましい。
【００２３】
　本発明の第２の態様は、中空のスリーブと、前記スリーブの一端に形成されたフランジ
とを有し、スリーブ側端部からフランジ側端部まで貫通する貫通孔が形成されたリベット
本体と、
　細長い軸部と、前記軸部の一端に形成され前記軸部スリーブの前記貫通孔の内径より大
きい外径のマンドレル頭部と、を有するマンドレルと、を備え
前記リベット本体により被取付部材を締結するため、前記マンドレルの前記軸部を引き抜
くとき、前記スリーブの端部が、前記マンドレル頭部により押されて拡径し、
前記マンドレル頭部は、前記軸部から破断されることなく、前記リベット本体の前記貫通
孔を通して引き抜かれるブラインドリベットであって、
　前記リベット本体の前記スリーブは、前記フランジに隣接する薄肉部と、前記フランジ
と反対側の端部に設けられ前記薄肉部より内径が小さい厚肉部とを有していることを特徴
とするブラインドリベットである。
【００２４】
　本発明の第３の態様は、マンドレルと共にブラインドリベットを構成するリベット本体
であって、
　中空のスリーブと、前記スリーブの一端に形成されたフランジとを有し、
　前記スリーブは、前記フランジに隣接する薄肉部と、前記フランジと反対側の端部に設
けられ前記薄肉部より内径が小さい厚肉部とを有することを特徴とするリベット本体であ
る。
【００２５】
　スリーブが、フランジに隣接する薄肉部と、スリーブ側端部の側に設けられ薄肉部より
内径が小さい厚肉部とを有すると、マンドレル頭部により厚肉部を拡径させて、容易に拡
径部を形成することができる。薄肉部は厚肉部より内径が大きいので、拡径部が形成され
た後、マンドレル頭部は、薄肉部の内側を小さい抵抗で通り抜けることができる。
【００２６】
　本発明の第４の態様は、中空のスリーブと前記スリーブの一端に形成されたフランジと
を有するリベット本体と共にブラインドリベットを構成するマンドレルであって、
　細長い軸部と、前記軸部の一端に形成され前記軸部より大きい外径のマンドレル頭部と
、を有し、
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　前記マンドレル頭部は、前記軸部とは反対側に、前記マンドレルの中心軸を通る頭部溝
を有し、
　前記頭部溝は直線状であり、等間隔に設けられていることを特徴とするマンドレルであ
る。
【００２７】
　マンドレル頭部が頭部溝を有すると、ブラインドリベットを締結するとき、マンドレル
頭部は頭部溝から中心軸側に折れ曲がって、縮径しやすく、リベット本体の貫通孔に入り
やすい。そのため、小さい力でマンドレルをリベット本体の貫通孔を通って引き抜くこと
ができる。
【００２８】
　本発明の第５の態様は、取付孔を有する被取付部材をブラインドリベットで締結する方
法であって、
　リベット本体と、マンドレルと、を準備し、
　ここに、前記リベット本体は、中空のスリーブと、前記スリーブの一端に形成されたフ
ランジとを有し、スリーブ側端部からフランジ側端部まで貫通する貫通孔が形成され、前
記スリーブは、前記フランジに隣接する厚肉部と、前記厚肉部に隣接し前記厚肉部より内
径が大きい薄肉部とを有し、
　前記マンドレルは、前記厚肉部の内径と等しいかそれより小さい外径の細長い軸部と、
前記厚肉部の内径より大きい外径のマンドレル頭部と、を有し、前記マンドレル頭部の前
記軸部とは反対側に、前記マンドレル頭部を縮径させるための頭部溝が形成されていて、
　前記マンドレルの前記軸部が前記リベット本体の前記貫通孔を通って前記フランジ側端
部から延び出るように、前記リベット本体と前記マンドレルとを組み合わせて、ブライン
ドリベットとし、
　前記ブラインドリベットを前記マンドレル頭部から、前記被取付部材の前記取付孔に挿
入し、前記フランジのスリーブ側の面を前記被取付部材の前記取付孔の周りに当接させ、
　前記フランジを支持して、前記フランジの側から前記マンドレルの前記軸部を引き抜き
、前記厚肉部は、前記マンドレル頭部により拡径して拡径部となり、
　前記マンドレル頭部は、前記拡径部により絞られ、前記頭部溝で折れ曲がって縮径部と
なり、前記縮径部は、前記軸部から破断されることなく、前記リベット本体の前記貫通孔
を通って引き抜かれ、
　前記リベット本体の前記拡径部と前記フランジとの間に、前記被取付部材が締結される
、
段階を備えることを特徴とする方法である。
【発明の効果】
【００２９】
　本発明によれば、被取付部材を十分な圧着力で圧着することのできるプルスルータイプ
のブラインドリベットを提供することができる。
　また、小さい取付荷重で取り付けることのできるプルスルータイプのブラインドリベッ
トを提供することができる。
　また、小さい取付孔に取り付けることができる小さいプルスルータイプのブラインドリ
ベットを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の実施形態のブラインドリベットの斜視図である。
【図２】図１のブラインドリベットの一部を断面とした図である。
【図３】本発明の実施形態によるブラインドリベットのリベット本体の断面図である。
【図４】本発明の実施形態によるブラインドリベットのマンドレルの正面図である。
【図５】図４のマンドレルの側面図である。
【図６】図１のブラインドリベットのコンピュータグラフィック図である。
【図７】本発明の実施形態によるブラインドリベットを被取付部材にセットした状態を示
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す一部を断面としたコンピュータグラフィック図である。
【図８】図７の状態からマンドレルを少し引き抜いた状態を示す一部を断面とした図であ
る。
【図９】図８の状態からマンドレルを更に引き抜いた状態を示す一部を断面とした図であ
る。
【図１０】図９の状態からマンドレルを完全に引き抜いた状態を示す一部を断面とした図
である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　以下、図面を参照して、本発明の実施形態によるブラインドリベットについて説明する
。
　図１は、本発明の実施形態のブラインドリベットの斜視図、図２は一部を断面とした正
面図である。ブラインドリベットは、リベット本体10と、マンドレル20とを含む。マンド
レル頭部23が、リベット本体10のスリーブ11側の端部に隣接して配置されている。ブライ
ンドリベットの中心軸をlpで示す。リベット本体10と、マンドレル20の中心軸も同じlpで
示す。
【００３２】
　図３、４を参照して、本発明の実施形態のブラインドリベットを構成するリベット本体
10と、マンドレル20について説明する。
　図３は、本発明の実施形態によるリベット本体10の断面図である。リベット本体10は、
円筒状のスリーブ11と、スリーブ11の一端に形成され、スリーブ11より大径のフランジ12
とを含む。スリーブ11は、フランジ12に隣接する薄肉部14と、スリーブ側端部の側に設け
られ薄肉部14より肉厚が厚い厚肉部15とを有する。貫通孔13の厚肉部15と薄肉部14との間
は段差16となっている。
【００３３】
　薄肉部14の長さは、被取付部材の合計厚さに等しいか、やや長いことが望ましく、薄肉
部14の長さL14は比較的長い。厚肉部15は、拡径させて拡径部を形成するための部分であ
り、厚肉部15の長さL15は比較的短い。
【００３４】
　リベット本体10のフランジ側端部と、スリーブ側端部との間に貫通孔13が延びる。厚肉
部15と薄肉部14との外径は、D11である。厚肉部15の内径d15は、薄肉部14の内径d14より
小さい。
【００３５】
　スリーブ11の外径D11は、被取付部材41,42の取付孔43,44の内径より小さく、取付孔43,
44を通ることができる大きさである。
　リベット本体10は、マンドレル20より軟質の材料、例えばアルミニウム、アルミニウム
合金等で作られる。又は、マンドレル20と同じスチール等で作ることもできる。
【００３６】
　図４は、本発明の実施形態のマンドレル20の正面図、図５は側面図である。マンドレル
20は、細長い軸部21と、軸部21と反対側の端部のマンドレル頭部23とを備える。軸部21は
円柱状で、軸部21の外径D21は、リベット本体10の厚肉部15の内径d15とほぼ等しいか少し
小さく、軸部21は厚肉部15にぴったり合って、貫通孔13内に挿入することができる。軸部
21の外径D21は、リベット本体10の薄肉部14の内径d14より小さい。リベット本体10にマン
ドレル20を挿入してセットした状態では、マンドレル20の軸部21の外面と、リベット本体
10の薄肉部14の内面との間に隙間がある。
【００３７】
　マンドレル頭部23の外径D23は、リベット本体10の薄肉部14の内径d14より大きく、リベ
ット本体10のスリーブ11の外径D11とほぼ等しい。
　マンドレル頭部23の外径は、被取付部材41,42の取付孔43,44の内径より小さく、被取付
部材41,42の取付孔43,44を通ることができる。
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【００３８】
　マンドレル頭部23の表面（図４の左側）に、中心軸lp上の位置から、Ｖ字状の頭部溝24
が半径方向に直線状に延びる。頭部溝24は、中心軸lpの周りに等間隔で４本形成されてい
る。頭部溝24は、中心軸lpに対して90°に近い角度αで形成されている。
【００３９】
　頭部溝24の部分は、マンドレル頭部23の軸方向厚さが薄く、頭部溝24の角度αは90°よ
り少し小さい。ブラインドリベットを締結するとき、マンドレル頭部23は、頭部溝24から
折れ曲がって、縮径しやすくなっている。マンドレル頭部23は、縮径して、リベット本体
10の貫通孔13を容易に通り抜けることができる。
　隣接する２つの頭部溝24の間の部分は、盛り上がった頂部25となっている。図示の実施
形態では、４つの頂部25がある。
　頭部溝24の数は４本に限定されない。マンドレル20の材質は、スチール等であり、亜鉛
メッキ等がされている。
【００４０】
　図６は、本発明の実施形態のリベット本体10とマンドレル20を組み合わせたブラインド
リベットのコンピュータグラフィック図である。図１、２も参照する。
　リベット本体10の貫通孔13のスリーブ側端部から、マンドレル20を軸部21の先端から挿
入する。マンドレル頭部23がスリーブ11の厚肉部15の端部に当接する。マンドレル20の軸
部21は、リベット本体10の厚肉部15の内径に適合している。軸部21は、薄肉部14の内側か
ら少し隙間がある。
【００４１】
　本発明の実施形態のブラインドリベットにより、被取付部材41,42を締結する動作につ
いて説明する。図７は、ブラインドリベットを被取付部材41,42にセットした状態を示す
一部を断面とした図である。リベット本体10のスリーブ側端部の側から貫通孔13に、軸部
21を先頭にしてマンドレル20を挿入する。
【００４２】
　こうしてリベット本体10とマンドレル20を組み合わせたブラインドリベットを被取付部
材41,42の孔43,44に図７の下側（被取付部材42の側）から、マンドレル頭部23を先頭にし
て挿入し、リベット本体10のフランジ12が被取付部材42に当接するようにする。
【００４３】
　薄肉部14の長さは、被取付部材41,42の合計厚さに等しいかそれよりやや長い。フラン
ジ12が被取付部材42に当接した状態で、厚肉部15は被取付部材41の取付孔43の内側より上
に出ている。厚肉部15がスムーズに拡径されて拡径部15aとなるには、厚肉部15が被取付
部材41の取付孔43の内側より上に出ていて、取付孔43により外側を拘束されていないこと
が望ましい。
【００４４】
　図７の状態から、取付工具のノーズピース50でリベット本体10のフランジ12の端面を下
側から保持しながら、マンドレル20の軸部21を取付工具の把持部材（図示せず）で下方向
に引き抜いていく。
【００４５】
　図８は、マンドレル頭部23が、リベット本体10の厚肉部15まで入った段階を示す。
　このとき、マンドレル頭部23は、リベット本体10のスリーブ11の厚肉部15を押し広げて
いく。厚肉部15は、被取付部材41の取付孔43より上に出ているので、取付孔43により外径
を拘束されていず拡径しやすい。厚肉部15の外径は、被取付部材41,42の取付孔43,44の内
径より大きくなり、拡径部15aとなる。
【００４６】
　厚肉部15は拡径しやすいので、厚肉部15の材料は、薄肉部14の内側には殆ど引き込まれ
ない。拡径部15aは、被取付部材41の取付孔43の上に位置し、拡径部15aの外径は、被取付
部材41,42の取付孔43,44の内径より大きくなるので、リベット本体10は、被取付部材41,4
2から抜け落ちなくなる。
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【００４７】
　マンドレル頭部23は、リベット本体10の拡径部15aにより外径を絞られ、縮径部23aとな
る。頭部溝24は、折れ曲がって折れ溝24aとなる。マンドレル頭部23は、縮径部23aとなっ
て、貫通孔13に引き込まれていく。
　図８では、縮径部23aは、被取付部材41,42の取付孔43,44より上方に位置し、取付孔43,
44の内側までは引き込まれていない。
【００４８】
　図９は、締結動作がさらに進み、縮径部23aが、リベット本体10の薄肉部14の内側まで
引き込まれた段階を示す斜視図である。縮径部23aは、また被取付部材41,42の取付孔43,4
4の内側にある。
【００４９】
　マンドレル頭部23は、厚肉部15の内側を通過するとき外径を絞られて、縮径部23aとな
っているが、縮径部23aの外径は、軸部21の外径D21よりは若干大きく、出っ張った部分も
ある。薄肉部14の内径d14は厚肉部15の内径d15より大きい。縮径部23aが薄肉部14の内側
を通過するときは、殆ど薄肉部14の内面を削ることはないが、薄肉部14の内面は縮径部23
aの出っ張った部分により、多少の跡がついた面となる。
　また、縮径部23aは、薄肉部14を外方向に押して、薄肉部14が被取付部材41,42の取付孔
43,44の内面を押圧することも殆どない。
【００５０】
　そのため、縮径部23aが薄肉部14の内側まで引き込まれた段階では、縮径部23aは、小さ
い抵抗で貫通孔13内を進んでいくことができる。縮径部23aは、薄肉部14の内側を引き抜
かれていくとき、薄肉部14を中心軸方向に引き伸ばすことはない。
【００５１】
　図１０は、マンドレル20が更に引き抜かれ、縮径部23aは、リベット本体10の貫通孔13
を通って、フランジ側端部から出た状態を示す。フランジ12と拡径部15aとの間に被取付
部材41,42が締結されている。
　この後、マンドレル20を除去し、取付工具のノーズピース50を外して、締結動作は終了
する。
【００５２】
　本発明の実施形態によれば、リベット本体10のスリーブ11が、マンドレル頭部23により
軸方向に伸ばされることはない。そのため、被取付部材41,42を十分な圧着力で締結する
ことができる。
　また、本発明の実施形態のブラインドリベットは、小さい取付荷重で締結することがで
きる。
　本発明の実施形態のブラインドリベットは、内径1ｍｍ程度の小さい取付孔を有する被
取付部材を締結するのに特に適している。
【符号の説明】
【００５３】
10　リベット本体
11　スリーブ
12　フランジ
13　貫通孔
14　薄肉部
15　厚肉部
15a　拡径部
16　段部
20　マンドレル
21　軸部
23　マンドレル頭部
23a　縮径部
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24　頭部溝
24a　折れ溝
25　頂部
41　被取付部材
42　被取付部材
43　取付孔
44　取付孔
50　ノーズピース

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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